
令和７年度第１回「留萌振興局農業農村整備事業環境情報協議会」 

 

１ 日 時：令和７年１０月１４日（火）１３時３０分 ～１５時３０分 

２ 場 所：南明里地区現地、初山別村役場２階会議室  

３ 出席者：環境に関する専門家 小丹保 隆二委員、照井 廣章委員 

      地域住民の代表   村田 定人委員、岩倉 健悟委員 

           農業関係者     伊藤 まち子委員 

      初山別村役場    農林畜産係長  籾山 幸久 氏 

オロロン土地改良区 工務係長    澤岡 政幸 氏 

      留萌振興局     農村振興課長  廣澤 清美 

                地域計画係長  伊藤 次郎 

                専門主任    木村 健一 

                主事      渡辺 俊太郎 

                主査（農村振興）長沼 秀幸 

４ 議 題： １、現地調査 南明里地区 

      ２、意見交換会  

        （１）開会 （２）初山別村による環境評価の説明 

        （３）地区の説明・意見交換 （４）閉会 

５ 概 要： 現地調査を行った後に初山別村役場２階会議室で田園環境マスタープランにつ

いて初山別村役場から説明、地区説明資料について振興局から説明を実施。そ

の後質疑応答を行った。 

 

６ 委員からの意見 

□年数が延びれば延びるほど事業費が膨らんでいくので、工期の延期がないように工事を

行ってほしい。 

 

□休耕無しで春や秋からほ場整備を行うとトラクターが沈んだり、天候の影響で整備が進

まない等の問題が起きたりするので、良い整備を行うために農家へ夏期施工のメリット

やデメリットの説明をしっかりと行ってほしい。 

 

□初山別村には蛍が生息しているとのことなので、工事の際には生息域や生態の確認を行

い、施工時期等に留意し、工事を行ってほしい。 

 

□落水後の秋に工事を行う際にはサケの遡上時期とも重なるため、濁水の流出を防止等、考

慮し工事を行ってほしい。 


